


























１  本 研 究 の 目 的 と 方 法       
４ 現代における微分法 
  １ － １ 本 研 究 の 動 機         
４－１現代の微分法で使う定義 
 １－２本研究の目的と方法      ４
－２現代における微分法の実践例 
２  問 題 の 起 こ り          
５ 本研究のまとめと課題 
 ２ － １ 接 線 の 描 き 方         
５－１本研究のまとめ 





  ３－３ライブニッツの微分法 








 xy α=2    という形であるから 






 （１）    2d ＞ )( ea +α  
ところで、△PQM と△PQN とにおいては 
 ∠PMQ＝∠P'NQ＝直角 
  ∠PQM は共通 
であるから、さらに 
  ∠QPM＝∠QP'N 


















































2222 )(2)()()( aecaeacaaecaaca +−+−<++−
 
 22 )(2)( aecaeaeca +−<−  
eで割って 
 （２） aecaaca +−<− )(2)( 2  




  )(2)( 2 caaca −=−  
  aca 2=−  
























 xy α=2     という形であるから 
 ab α=2  










ebeaffbb ααα +=+=++ 222 2  



































































バロウは点 P に限りなく近い点 P´をとったが、


















xに対して )(' xf が求められると、この xに
)(' xf を対応させることによって、ここに一つの
新しい函数 'f ができあがる。この 'f という函数
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